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力学、電磁流体力学、暗射流体力学等の計算宇宙物理学の籍合的発展のための準備を進めた。   
【1】宇宙大規模構造と銀河形成論（梅村雅之）   










相互作用、ダークマターとバリオンの間の重力相互作用を入れている。   
まず、ニュートリノとバリオンからなるゆらぎの時間発展を計算Lた。ニュートリノゆらぎ  








されていることを強く支持するものである。   


















化することが示された。（図1）   
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ロダクトランが行なえる状態までもって行きたいと考えている。   
I4】星・惑星系の形成論（中本泰史）   
星・惑星系形成過程に関する理論的研究を行ない、成長中の原始惑星系円盤の諸性質を明ら  
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